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第 4 章および第 5 章において陰極のbuild-up 機構を取扱っている。
陰極の加熱と同時に高い電界を加えると、陰極の表面原子が移動するので、その表面原子移動のた
















また陰極のbuild-up 機構においては、電子放出密度の高い (111 )面および、(130) 面を選定して、
これらの面における表面原子移動の基礎的な問題を明かにするとともに、電子源として応用する場合
に必要な問題点を明らかにしている。
これらの結果、タングステン単結品の表面現象の問題だけでなく、電子源として応用する kにおい
ても重要な基礎的知見を与えたものであって、電子工学的に貢献するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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